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書き手自身による 新 刊 紹 介

　小学生にバイオロギングを紹介するための絵本を出しました。まだ学
校で習っていない速度や浮力という概念を、どうやったら伝えられるの
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海の中のくらしかた
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　二酸化炭素を取り込んで地球温暖化の緩和に大きな役割を担う「海」
は、気候変動を理解する上で欠かすことのできない存在です。本書は、
地球温暖化のメカニズムを、海が果たしている役割に焦点を当てて海洋
物理学や海洋化学の多様な変動過程を通じて詳細に解説すると同時
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質年代スケールの古気候・古海洋環境と関連させた解説や、現世の問
題として表面化している放射能事故、赤潮、マイクロプラスチックなどにつ
いても言及している点に本書の大きな特徴があります。専門書としてのレ
ベルを維持しつつも分かりやすい解説となっています。　　 （木村 伸吾）
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　海洋物理学部門では、海流の実態解明を研究の柱の一つと位置付け、
観測等を行っています。今回の大海研ギャラリーでは、当部門で長きにわ
たり活躍中のローター式流速計を展示しました。ローターとはスクリューに
類したもので、その回転数で流速を計測し、また、大きな羽根により流速計
全体が向きを変えることで風見鶏と同じ仕組みで流向を計測します。現在
では、より高精度な音響式流速計の登場により、主力の座を譲りました。
　流速計は海中で流されたり沈んだりしないように係留系に取り付けま
す。ロープに多数の浮体や流速計や水温・塩分計などを取り付け、下端
におもりをつけて沈めたものです。浮力により、海中では係留系は直立し、

一定期間の後、船から音波により信号を送っておもりを切り離せば海面
に浮上するので、回収できます。深海底上に設置される係留系は全長数
千ｍにおよぶ大掛かりなものになります。流速計の展示とともに、係留系
の設置・回収の作業風景を解説入り動画にまとめて、流しました。
　海流の計測には、フロート追跡など、ほかにさまざまあります。当部門で
は多彩な手法を取り入れつつ、海流の研究に取り組んでいきます。

（藤尾 伸三・柳本 大吾）

海洋物理学部門「海流の計測」
展示期間：2017年6月1日～8月31日

大気海洋研究所ギャラリー  誌上展示 「海流の計測」展示風景

数値シミュレーションで得られた水の凝結物質量の3次元図（左）
高度27mの鉛直流で見た地表面近くのロール状渦の水平構造（右）
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中島名誉教授紫綬褒章受章・
新野教授文部科学大臣表彰科学技術賞受賞の合同祝賀会

　中島映至名誉教授の紫綬褒章受章と新
野宏教授の文部科学大臣表彰科学技術
賞受賞をお祝いする祝賀会が、７月19日夕
刻に大気海洋棟1Fエントランスホールにて
行われました。津田所長の発声による乾杯
に始まった会には約60名の参加があり、受

賞された先生方を囲んでの談笑が終始和
やかな雰囲気の中で進められました。お二
人の先生方からもそれぞれご挨拶をいただ
き、サポートされてきた秘書さんから花束が
贈呈された後、木本副所長の結びとともに
盛会のうちに閉会しました。なお、本祝賀会

の企画・運営にあたり、総務チームの方々に
多大なご支援を頂きましたことを、この場を
借りて感謝いたします。

 （鈴木 健太郎・伊賀 啓太）

中島名誉教授と新野教授を囲んで

花束贈呈（中島映至名誉教授）

花束贈呈（新野宏教授）

参加者募集のポスター

　陸上研究推進室は入江助教（資源解析
分野）と共同で8月5日（土）にひらめき☆とき
めきサイエンス「ナノ構造への招待状～手作
り3D模型と電子顕微鏡で迫る！貝殻の不思
議～」を実施しました。この企画は日本学術
振興会の委託事業であり、科研費により達
成された研究成果の社会還元・普及事業で
す。陸上研究推進室中央顕微鏡施設はこ
れまでに科研費で3Dデータ作製技術を新た
に開発し、それを応用して独自に3D模型の
作製方法を見出しており、その成果を公開し
ました。柏市内のすべての小学校にチラシを
配布するなどの広報活動の甲斐あって、募
集開始後わずか17分で定員を超える37名
の小学5・6年生から申し込みがあり大盛況の
企画となりました。当日、受講生は入江助教

によるタカラガイの特徴に関する講義を受け
るとともに、タカラガイの3D模型を使いながら
最新の顕微鏡技術や微細構造について学
びました。またタカラガイの殻を観察する実習
もおこないました。アンケートによる受講生の
評価も高く、講義や実習との相乗効果により
極めて有意義な企画になりました。

（小川 展弘）

終了後の受講生との集合写真

ひらめき☆ときめきサイエンス実施報告

中島映至名誉教授が紫綬褒章を受章
　中島映至名誉教授が2017年春の紫綬
褒章を受章されました。中島先生は、地球の
気候にとって重要な大気放射の伝達過程
と、それに影響を及ぼすエアロゾルと雲につ
いて、先駆的で幅広い研究を行われてきま

した。先生が開発された高精度かつ高効率
な放射伝達モデリングの手法は国内外で
広く利用されているほか、当研究所の全球
気候モデルMIROCの基幹部分をなしてい
ます。先生はまた、この計算手法に立脚し

て、衛星や地上測器の太陽光の測定から
雲とエアロゾルの特性を逆推定する手法を
確立されました。特に、放射輝度の測定値を
雲の微物理特性と定量的に結びつけた図
は先生のお名前で広く知られ、衛星観測に
おける「古典」の一つに数えられています。こ
のような観測的研究にもとづいて、先生はさ
らにエアロゾルの気候モデリング研究も先導
され、MIROCをエアロゾルの気候影響を評
価できる世界初の気候モデルへと発展させ
られました。国際的にも高く評価されているこ
れらの研究を通じて、先生は後進の育成に
も多大な貢献をなされました。教え子の一人
としてこのたびのご受章を心よりお慶び申し
上げるとともに、先生の今後のご健勝と益々
のご活躍をお祈りいたします。

（鈴木 健太郎）
伝達式（2017年5月16日）にて、紫綬褒章
を胸に 褒章と賞状

星砂ひろい 大盛況だった峰岸助教の講演会

　7月16日に沿岸センターで震災後3回目の
「海の日一般公開」を開催しました。来年度
に新センターへの移転を控え、今回が現在
の建物での最後の一般公開でした。14日に
は、大槌学園の小学4年生を招待して、一部
のイベントを先取りで体験してもらいました。震
災後3回目の開催で、夏の恒例行事として再
び認知されるようになった事に加え、今年は
赤浜地区の「ひょうたん島まつり」と同時開催
だったという事もあり、来場者は過去3年間で
最高の約750名に達しました。来年は新セン
ターでの初開催。さらに多くの方の来場が期
待できそうです！　　　　　（白井 厚太朗）

小学生事前体験イベント。大槌学園４年生が星砂ひろいを体験

国際沿岸海洋研究センター一般公開「海を知ろう！ 海で遊ぼう！」

きてみてさわって！ 生き物タッチプール
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災後3回目の開催で、夏の恒例行事として再
び認知されるようになった事に加え、今年は
赤浜地区の「ひょうたん島まつり」と同時開催
だったという事もあり、来場者は過去3年間で
最高の約750名に達しました。来年は新セン
ターでの初開催。さらに多くの方の来場が期
待できそうです！　　　　　（白井 厚太朗）

小学生事前体験イベント。大槌学園４年生が星砂ひろいを体験

国際沿岸海洋研究センター一般公開「海を知ろう！ 海で遊ぼう！」

きてみてさわって！ 生き物タッチプール
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　2011年3月11日の地震と津波は東北沿岸
域の生態系にどのような影響を与えたので
しょうか。またそこからどのような回復あるいは
変遷を経て今に至っているのでしょうか。こう
した疑問に答え、その成果を東北地方の漁
業復興に貢献させていくため、2012年1月に
東北マリンサイエンス拠点形成事業が始ま
り、その一環として学術研究船を用いた航
海が組まれてきました。これら2つはそれぞれ
18, 19回目の航海にあたります。いずれの航
海でも大槌湾および女川湾から東方にそれ
ぞれ測点（別図）を定め、基礎的なパラメー
タを測定してきました。既に多くの成果が得ら
れていますが、何よりも前例のない10年間に
渡る連続的な観測・研究の結果が期待され
ます。　　　　　　　　　　（木暮 一啓）

［ 震災後の海を探査する ］

新青丸　KS-17-3次，KS-17-6次研究航海
観測海域　東北沿岸海域
航海期間　2017年4月9日～16日（KS-17-3）/2017年7月30日～8月6日（KS-17-6）
航海の研究題目　巨大津波による三陸沿岸生態系の擾乱とその回復過程に関する研究（震災対応）
主席研究員　木暮 一啓　地球表層圏変動研究センター 生物遺伝子変動分野 教授

大槌沖でのビームトロール（KS-17-6）

海底での掘削の様子

　私たちは、海底の岩盤の岩石をピンポイントで効率良く採取できるドリルの
開発を行っています。無人探査機等による１回の潜航調査で、十数センチ長
の岩石コア試料を多数採取することを目指しています。ドリル・ロッドは二重管
式で、偏芯部を設けてコアを折断し、コアには方位マークが付く構造になって
います。掘削水（海水）を吸い上げ側に循環させることにより、折断されたコア
が吸い出されてラックに格納されます。装置の製作は鉱研工業（株）で行わ
れました。本航海では、無
人探査機「ハイパードル
フィン」に搭載して初の実
海域試験を行い、岩石コ
アの採取に成功しまし
た。今後は実際に調査に
使用しつつ更に改良して
いく予定です。

（山崎 俊嗣）

［ 新たな海底岩石採取装置 ］

新青丸　KS-17-4次研究航海
観測海域　伊豆諸島海域　利島海穴
航海期間　2017年5月13～16日
航海の研究題目　ROV用コアリングシステムの開発
主席研究員　山崎 俊嗣　海洋底科学部門 海洋底地球物理学分野 教授

コアラックに格納された試料

無人探査機「ハイパードルフィン」に搭載されたドリル装置

　プレート沈み込み帯では海溝型巨大地震時の地震動・津波による災害
が繰り返し発生しています。これらはプレート境界およびそれより派生する
断層のずれと海底の地殻変動が原因となっています。さらに地震に伴って
発生する海底地すべりも大きな津波を引き起こす可能性が指摘されてい
ます。本航海では、前年度までに無人
探査機NSSで確認した大規模地すべ
りとその周辺海域において堆積物の
柱状試料採取を行いました。堆積物の
今後の分析により、地すべりの規模と
発生時期の情報が得られることが期
待されます。　　　　　 （芦 寿一郎）

［ 津波の原因となる海底地すべりの調査 ］

白鳳丸　KH-17-2次研究航海
観測海域　南海トラフ
航海期間　2017年4月29日～5月6日
航海の研究題目　南海トラフにおける地すべりの発生時期と堆積物輸送の研究
主席研究員　芦 寿一郎　海洋底科学部門 海洋底地質学分野 准教授

航跡図と渥美半島沖の地すべり地形

　北太平洋亜寒帯・アラスカ湾における、海水中の微量元素・同
位体の分布と生物地球学的循環を明らかにすることを目指し、北
太平洋横断航海が行われました。本研究航海には、全国17の研
究機関から約40名の研究者・大学院生が参加し、クリーン採水・

大量採水・堆積物採取などの観測を実施しました。天候にも恵ま
れ、合計21測点で観測を行うことができました。北太平洋亜寒帯
における一次生産のメカニズムやアラスカ湾における古環境の解
明につながる研究成果が期待されます。　　　　　 （小畑 元）

［ 北太平洋亜寒帯とアラスカ湾における微量元素・同位体の生物地球化学的研究 ］

白鳳丸　KH-17-3次研究航海
観測海域　北太平洋亜寒帯・アラスカ湾
航海期間　2017年6月23日～8月9日
航海の研究題目　北太平洋亜寒帯における微量元素・同位体分布の
　　　　　  生物地球化学的横断観測（国際GEOTRACES計画）
主席研究員　小畑 元　海洋化学部門 海洋無機化学分野 准教授

クリーン採水の観測風景乗船研究者・乗組員

航跡/測点図

大きく曲がったピストンコアラーのパイプ ニスキン採水器付きのマルチプルコアラー

一連の東北沖航海
での観測点

大槌湾内でのCTD観測（KS-17-3）



Ocean Breeze  第26号08 09
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しょうか。またそこからどのような回復あるいは
変遷を経て今に至っているのでしょうか。こう
した疑問に答え、その成果を東北地方の漁
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海でも大槌湾および女川湾から東方にそれ
ぞれ測点（別図）を定め、基礎的なパラメー
タを測定してきました。既に多くの成果が得ら
れていますが、何よりも前例のない10年間に
渡る連続的な観測・研究の結果が期待され
ます。　　　　　　　　　　（木暮 一啓）

［ 震災後の海を探査する ］
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航海の研究題目　巨大津波による三陸沿岸生態系の擾乱とその回復過程に関する研究（震災対応）
主席研究員　木暮 一啓　地球表層圏変動研究センター 生物遺伝子変動分野 教授

大槌沖でのビームトロール（KS-17-6）

海底での掘削の様子

　私たちは、海底の岩盤の岩石をピンポイントで効率良く採取できるドリルの
開発を行っています。無人探査機等による１回の潜航調査で、十数センチ長
の岩石コア試料を多数採取することを目指しています。ドリル・ロッドは二重管
式で、偏芯部を設けてコアを折断し、コアには方位マークが付く構造になって
います。掘削水（海水）を吸い上げ側に循環させることにより、折断されたコア
が吸い出されてラックに格納されます。装置の製作は鉱研工業（株）で行わ
れました。本航海では、無
人探査機「ハイパードル
フィン」に搭載して初の実
海域試験を行い、岩石コ
アの採取に成功しまし
た。今後は実際に調査に
使用しつつ更に改良して
いく予定です。

（山崎 俊嗣）

［ 新たな海底岩石採取装置 ］

新青丸　KS-17-4次研究航海
観測海域　伊豆諸島海域　利島海穴
航海期間　2017年5月13～16日
航海の研究題目　ROV用コアリングシステムの開発
主席研究員　山崎 俊嗣　海洋底科学部門 海洋底地球物理学分野 教授

コアラックに格納された試料

無人探査機「ハイパードルフィン」に搭載されたドリル装置

　プレート沈み込み帯では海溝型巨大地震時の地震動・津波による災害
が繰り返し発生しています。これらはプレート境界およびそれより派生する
断層のずれと海底の地殻変動が原因となっています。さらに地震に伴って
発生する海底地すべりも大きな津波を引き起こす可能性が指摘されてい
ます。本航海では、前年度までに無人
探査機NSSで確認した大規模地すべ
りとその周辺海域において堆積物の
柱状試料採取を行いました。堆積物の
今後の分析により、地すべりの規模と
発生時期の情報が得られることが期
待されます。　　　　　 （芦 寿一郎）

［ 津波の原因となる海底地すべりの調査 ］

白鳳丸　KH-17-2次研究航海
観測海域　南海トラフ
航海期間　2017年4月29日～5月6日
航海の研究題目　南海トラフにおける地すべりの発生時期と堆積物輸送の研究
主席研究員　芦 寿一郎　海洋底科学部門 海洋底地質学分野 准教授

航跡図と渥美半島沖の地すべり地形

　北太平洋亜寒帯・アラスカ湾における、海水中の微量元素・同
位体の分布と生物地球学的循環を明らかにすることを目指し、北
太平洋横断航海が行われました。本研究航海には、全国17の研
究機関から約40名の研究者・大学院生が参加し、クリーン採水・

大量採水・堆積物採取などの観測を実施しました。天候にも恵ま
れ、合計21測点で観測を行うことができました。北太平洋亜寒帯
における一次生産のメカニズムやアラスカ湾における古環境の解
明につながる研究成果が期待されます。　　　　　 （小畑 元）

［ 北太平洋亜寒帯とアラスカ湾における微量元素・同位体の生物地球化学的研究 ］

白鳳丸　KH-17-3次研究航海
観測海域　北太平洋亜寒帯・アラスカ湾
航海期間　2017年6月23日～8月9日
航海の研究題目　北太平洋亜寒帯における微量元素・同位体分布の
　　　　　  生物地球化学的横断観測（国際GEOTRACES計画）
主席研究員　小畑 元　海洋化学部門 海洋無機化学分野 准教授

クリーン採水の観測風景乗船研究者・乗組員

航跡/測点図

大きく曲がったピストンコアラーのパイプ ニスキン採水器付きのマルチプルコアラー

一連の東北沖航海
での観測点

大槌湾内でのCTD観測（KS-17-3）
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会場風景

大勢の参加者を迎えた「さーもん・かふぇ2017」初日の様子

　2017年5月21日（日）に東京国際フォーラムで開催された「東京

私立中学合同相談会」に大気海洋研究所が出展しました。東京

都内私立中学のほとんどがブースを構え、進学を考える親子連れ

3万人近くが会場を訪れるという巨大イベントです。我々のブースは

子供たちの気分転換といった位置づけで、ここ数年続けて参加し

ています。今年は気候シミュレーションを中心題材として、コンピュー

タを何台も持ち込みました。過去に行った触れる深海魚展示や大

型実験に比べると子どもたちの食いつきが悪いと感じる部分もあり

ましたが、ディスプレイの前から１時間離れない子もいて、人が途切

れることなく盛況でした。準備も当日も大変なのですが、やりがい十

分なイベントです。　　　　　　　　　　　　　　（羽角 博康）

「東京私立中学合同相談会」への出展

　気候や気象に関わる世間の関心は高く、気候システム研究系の各

教員も、色 な々ところで講演に励んでいますが、大きな会場で、また限ら

れた時間内では、お伝えしきれないことも多いので、なるべく参加者の

距離が近く、また質疑に応じて話す内容も変えられるゆるゆるとした会

を実験的にやってみようかと思いました。とりあえず、第1回を2017年6月

16日（金）16時から実施してみました。よく見る顔も、またマスコミ関係の

方にもお越し頂きましたが、気象の勉強を志す高校生が熱心に講演

後に話しかけてくれたのが印象的でした。休み時間に余興でギター演

奏を披露（練習）するつもりでしたが、ご質問も多く、割愛しました。忘れ

ないうちに「その弐」もやりたいと思います。　　　　　　（木本 昌秀）

「さーもん・かふぇ2017」開催

東京大学の柏の葉キャンパス駅前サテライト１階のサロンスペースで行いました。  

　例年、大気海洋研究所の夏の風物詩となっている七夕イベントが今年は6月26日（月）から

7月7日（金）にかけて行われました。イベント期間中、所内はもとより来訪者の方々からも折り紙

で作った飾り物や願いを記した思い思いの短冊を笹竹に飾り付けている光景が数多く見受

けられ、華やかに彩られた笹竹から夏の訪れを感じることができたのではないでしょうか。

　また、最終日の7月7日（金）には「ふらっとアワー」が開催され、色鮮やかな笹竹を囲んで、親

睦を深めることができました。最後に、この場を借りて飾り付け等にご協力をいただいた方々

にお礼を申し上げるとともに、一つでも多くの願い事が叶いますよう、お祈りいたします。

（山岸 由尚）

七夕イベントと「ふらっとアワー」開催

七夕飾りを肴に「ふらっとアワー」開催

　AORIテニスクラブは、厚生委員会の後援のもと7月15日（土）に第35回ダブ

ルステニス大会（西脇杯）を開催しました。西脇杯は旧海洋研究所の第4代所

長の西脇昌治教授によって1975年に始められた伝統ある大会です。気温 30

度を超える暑さとなりましたが、全ペア4試合を戦い抜き、伊知地（微生物分

野）・Cheng（大気システムモデリング研究分野）組が見事に全勝優勝を飾りま

した。準優勝は堤（OB）・渡部（気候変動研究分野）組でした。テニスの後は

お楽しみのビール！昼間の疲れが吹き飛ぶ瞬間でした。我々テニスクラブは、

毎週火曜・金曜の昼休みを中心に活動しています。初心者・経験者問わず参

加者を募集していますので、お気軽にコートにお越しください！ （小林 英貴）

第35回ダブルステニス大会（西脇杯）開催

炎天下のテニスコートで、参加者全員集合

渡部副会長から笑顔でトロフィーを受け取る伊知地・Cheng組

　6月14～15日に盛岡市で「さーもん・かふぇ2017」が開催されました。初日

は、三陸各県および北海道の最新のサケ資源の動向や、餌料や卵管理など

人工孵化放流技術、サクラマスやサケの生態に関する報告がありました。2日

目の「何でもハナスベー」では、岩手県田老町漁協による水カビ対策につい

ての報告の他、大学関係者からサケの基礎的知見に関する情報提供があ

りました。近年、サケの来遊は低い水準で推移しており、現場の方々の関心

の中心には「少ない資源からいかに種卵や稚魚を確保していくか」がありま

す。その具体的な対策としての技術研究に加え、三陸のサケについての基

礎研究、そしてこれらの連携の必要性を強く感じました。　　   （峰岸 有紀）

イベントレポート
Event Report

気候さいえんすCafé
「異常気象の考え方（その壱）」

会場風景

平松 一彦　海洋生物資源部門 資源解析分野　准教授

就職活動の頃

戸惑い、また周りにも迷惑をかけたと思うが、
幸いなんとか続けることができた。
　それから21年後、水産研究所を円満退職
し、就職した当時は想像もできなかった海洋
研究所に採用になった。ちょうど同じ日に、あ
の安田君も海洋研究所の教授となって着
任していた。

れないと思い、翌年、多少まじめに受験勉強
もして試験に臨み合格した。
　いくつか研究機関を訪問したが、理論専
攻ということであまり色よい返事はもらえな
かった。そんな中で農林水産省でも物理専
攻を採用するというので訪問した。農林水産
業と物理学の関係がよくわからなかったが、
募集しているのだから何か少しは関係のある
ことがやれるのだろうかぐらいに思っていた。
安田君という海洋物理専攻の学生がいて、
水産庁に決まるかもしれないといっていた。
物理専攻からは農業関係で1名、水産庁で
1名採用予定ということであったが、その後
の面接などを経て、結局この安田君と私が
水産庁の水産研究所に採用ということに
なった。
　しかしインターネット検索などまだない時代
である。水産研究所というのが何をしている
所なのか、ほとんどわからないままだった。こ
れまで勉強してきたこととは全く別の世界に
入るものと覚悟していたが、実際就職してみ
ると世界の違いは世間知らずの学生が予想
していたものをはるかに超えていた。大いに

　パソコンはあったが、インターネットはまだ
無かった80年代前半の頃の話である。大学
院は拡張前で志願者に対して募集人数は
少なく、倍率が10～20倍という難関であっ
た。1年留年してなんとか修士課程に進学し
たものの、研究者への道は絶望的であった。
研究室には学位をとったものの就職口のな
いOD（オーバードクター）がOD1年から10
年目の人までほとんど切れ目なくいて、家庭
教師や塾のアルバイトで生計をたてていた。
　自分の能力を考えると博士課程に進学し
てもODとなることはまず確実に思えた。それ
でも進学したいという希望はあったが、修士
での就職も考え始めた。しかし、就職といって
も専攻していたのが理論物理学という浮世
離れした分野である。とても社会で役に立つ
とは思えなかった。とりあえず修士1年の時に
国家公務員試験を受けてみた。2次試験で
は落ちたものの、試験会場で配られたパンフ
レットなどから物理系を採用する国の研究機
関がいくつかあることがわかった。営利目的
ではない研究ができるのであれば、今やって
いることと全然関係無くてもまあいいかもし

当時の修士論文。パソコンはあったが、ワープロソフトは無かっ
たので手書きです。

研 究 人 生 よ も や ま 話 ⑲
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会場風景

大勢の参加者を迎えた「さーもん・かふぇ2017」初日の様子

　2017年5月21日（日）に東京国際フォーラムで開催された「東京

私立中学合同相談会」に大気海洋研究所が出展しました。東京

都内私立中学のほとんどがブースを構え、進学を考える親子連れ

3万人近くが会場を訪れるという巨大イベントです。我々のブースは

子供たちの気分転換といった位置づけで、ここ数年続けて参加し

ています。今年は気候シミュレーションを中心題材として、コンピュー

タを何台も持ち込みました。過去に行った触れる深海魚展示や大

型実験に比べると子どもたちの食いつきが悪いと感じる部分もあり

ましたが、ディスプレイの前から１時間離れない子もいて、人が途切

れることなく盛況でした。準備も当日も大変なのですが、やりがい十

分なイベントです。　　　　　　　　　　　　　　（羽角 博康）

「東京私立中学合同相談会」への出展

　気候や気象に関わる世間の関心は高く、気候システム研究系の各

教員も、色 な々ところで講演に励んでいますが、大きな会場で、また限ら

れた時間内では、お伝えしきれないことも多いので、なるべく参加者の

距離が近く、また質疑に応じて話す内容も変えられるゆるゆるとした会

を実験的にやってみようかと思いました。とりあえず、第1回を2017年6月

16日（金）16時から実施してみました。よく見る顔も、またマスコミ関係の

方にもお越し頂きましたが、気象の勉強を志す高校生が熱心に講演

後に話しかけてくれたのが印象的でした。休み時間に余興でギター演

奏を披露（練習）するつもりでしたが、ご質問も多く、割愛しました。忘れ

ないうちに「その弐」もやりたいと思います。　　　　　　（木本 昌秀）

「さーもん・かふぇ2017」開催

東京大学の柏の葉キャンパス駅前サテライト１階のサロンスペースで行いました。  

　例年、大気海洋研究所の夏の風物詩となっている七夕イベントが今年は6月26日（月）から

7月7日（金）にかけて行われました。イベント期間中、所内はもとより来訪者の方々からも折り紙

で作った飾り物や願いを記した思い思いの短冊を笹竹に飾り付けている光景が数多く見受

けられ、華やかに彩られた笹竹から夏の訪れを感じることができたのではないでしょうか。

　また、最終日の7月7日（金）には「ふらっとアワー」が開催され、色鮮やかな笹竹を囲んで、親

睦を深めることができました。最後に、この場を借りて飾り付け等にご協力をいただいた方々

にお礼を申し上げるとともに、一つでも多くの願い事が叶いますよう、お祈りいたします。

（山岸 由尚）

七夕イベントと「ふらっとアワー」開催

七夕飾りを肴に「ふらっとアワー」開催

　AORIテニスクラブは、厚生委員会の後援のもと7月15日（土）に第35回ダブ
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度を超える暑さとなりましたが、全ペア4試合を戦い抜き、伊知地（微生物分

野）・Cheng（大気システムモデリング研究分野）組が見事に全勝優勝を飾りま

した。準優勝は堤（OB）・渡部（気候変動研究分野）組でした。テニスの後は

お楽しみのビール！昼間の疲れが吹き飛ぶ瞬間でした。我々テニスクラブは、

毎週火曜・金曜の昼休みを中心に活動しています。初心者・経験者問わず参

加者を募集していますので、お気軽にコートにお越しください！ （小林 英貴）

第35回ダブルステニス大会（西脇杯）開催

炎天下のテニスコートで、参加者全員集合

渡部副会長から笑顔でトロフィーを受け取る伊知地・Cheng組

　6月14～15日に盛岡市で「さーもん・かふぇ2017」が開催されました。初日

は、三陸各県および北海道の最新のサケ資源の動向や、餌料や卵管理など

人工孵化放流技術、サクラマスやサケの生態に関する報告がありました。2日

目の「何でもハナスベー」では、岩手県田老町漁協による水カビ対策につい

ての報告の他、大学関係者からサケの基礎的知見に関する情報提供があ

りました。近年、サケの来遊は低い水準で推移しており、現場の方々の関心

の中心には「少ない資源からいかに種卵や稚魚を確保していくか」がありま

す。その具体的な対策としての技術研究に加え、三陸のサケについての基

礎研究、そしてこれらの連携の必要性を強く感じました。　　   （峰岸 有紀）
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気候さいえんすCafé
「異常気象の考え方（その壱）」

会場風景
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就職活動の頃

戸惑い、また周りにも迷惑をかけたと思うが、
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ると世界の違いは世間知らずの学生が予想
していたものをはるかに超えていた。大いに
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院は拡張前で志願者に対して募集人数は
少なく、倍率が10～20倍という難関であっ
た。1年留年してなんとか修士課程に進学し
たものの、研究者への道は絶望的であった。
研究室には学位をとったものの就職口のな
いOD（オーバードクター）がOD1年から10
年目の人までほとんど切れ目なくいて、家庭
教師や塾のアルバイトで生計をたてていた。
　自分の能力を考えると博士課程に進学し
てもODとなることはまず確実に思えた。それ
でも進学したいという希望はあったが、修士
での就職も考え始めた。しかし、就職といって
も専攻していたのが理論物理学という浮世
離れした分野である。とても社会で役に立つ
とは思えなかった。とりあえず修士1年の時に
国家公務員試験を受けてみた。2次試験で
は落ちたものの、試験会場で配られたパンフ
レットなどから物理系を採用する国の研究機
関がいくつかあることがわかった。営利目的
ではない研究ができるのであれば、今やって
いることと全然関係無くてもまあいいかもし
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大野 知紀 特任研究員
地球表層圏変動研究センター 大気海洋系変動分野
公益社団法人日本気象学会 平成29年度「山本賞」 ［2017年8月］

「熱帯低気圧の暖気核に関する力学的研究」
Ohno, T. and M. Satoh, 2015: On the warm core of a tropical 
cyclone formed near the tropopause. J. Atmos. Sci., 72, 551-571.
Ohno, T., M. Satoh and Y. Yamada, 2016: Warm cores, eyewall 
slopes, and intensities of tropical cyclones simulated by a 
7-km-Mesh global nonhydrostatic model. J. Atmos. Sci., 73, 
4289-4309.

佐藤 正樹 教授
地球表層圏変動研究センター 
大気海洋系変動分野
Progress in Earth and 
Planetary Science （PEPS） 
“The Most Cited Paper 
Award 2017” ［2017年5月］

Satoh, M., Tomita, H., Yashiro, H., Miura, H., 
Kodama, C., Seiki, T., Noda, A. T., Yamada, Y., 
Goto, D., Sawada, M., Miyoshi, T., Niwa, Y., 
Hara, M., Ohno, Y., Iga, S., Arakawa, T., Inoue, 
T., Kubokawa, H. （2014） 
The Non-hydrostatic Icosahedral Atmospheric 
Model: Description and development.
Progress in Earth and Planetary Science. 1, 18.

小柳津 瞳
地球表層圏変動研究センター 
海洋生態系変動分野 博士課程
JpGU-AGU Joint Meeting 2017
“Outstanding Student 
Presentation Award” 
［2017年5月］

“Modeling effects of growth and temperature on the 
recruitment variability of Pacific saury （Cololabis saira）”

植松 光夫 教授
成田 祥 学術支援専門職員
国際連携研究センター 国際学術分野
2017年度日本エアロゾル学会論文賞 ［2017年8月］

中村 篤博・成田 祥・金澤 啓三・植松 光夫 （2017） 
瀬戸内海沿岸部における大気エアロゾル中の有機
態窒素. エアロゾル研究, 32 （1）, 4-13.

阿部 貴晃
海洋生命科学部門 行動生態計測分野 博士課程
サケ学研究会 サケ科学奨励賞 ［2017年7月］

「遡上環境の異
なる本州サケ集
団間でみられた
適水温の違い」

佐藤教授（左）

阿部（右）

人事異動一覧 ＊H29.6～H29.10 ＊特任研究員、学術支援職員、技術補佐員、事務補佐員については省略

発令日
H29.6.30
H29.10.1

□ 教員（常勤）
所属・職名

海洋生態系動態部門　浮遊生物分野 准教授

（旧）所属・職名
海洋底科学部門　海洋底地球物理学分野 助教

異動内容
退職
採用

氏名
吉村　寿紘
西部　裕一郎

発令日 氏名
西部　裕一郎

□ 特定有期雇用教職員
所属・職名
海洋生態系動態部門　浮遊生物分野 特任准教授

（旧）所属・職名
H29.9.30

異動内容
任期満了

書き手自身による 新 刊 紹 介

　小学生にバイオロギングを紹介するための絵本を出しました。まだ学
校で習っていない速度や浮力という概念を、どうやったら伝えられるの
か、頭を悩ませました。バイオロギングで分かった研究成果を伝えたい
のはもちろんですが、どうやってそれを発見したのかという過程や試行
錯誤が伝わるよう、何度もストーリーや絵の構図を変えました。また、海
の中にはまだまだ分かっていないことがたくさん眠っていることも伝えた
かったことのひとつです。動物の研究を生業にしつつ、世界中のフィー
ルドを飛び回っている楽しそうな大人が日本にもいることを知ってもらえ
れば大成功。　　　　　　　　　　　　　　　　　 （佐藤 克文）

動物たちが教えてくれる 
海の中のくらしかた
たくさんのふしぎ　2017年8月号

　二酸化炭素を取り込んで地球温暖化の緩和に大きな役割を担う「海」
は、気候変動を理解する上で欠かすことのできない存在です。本書は、
地球温暖化のメカニズムを、海が果たしている役割に焦点を当てて海洋
物理学や海洋化学の多様な変動過程を通じて詳細に解説すると同時
に、海洋生態系や水産業への影響についても紹介しています。また、地
質年代スケールの古気候・古海洋環境と関連させた解説や、現世の問
題として表面化している放射能事故、赤潮、マイクロプラスチックなどにつ
いても言及している点に本書の大きな特徴があります。専門書としてのレ
ベルを維持しつつも分かりやすい解説となっています。　　 （木村 伸吾）

海の温暖化 
―変わりゆく海と人間活動の影響― 

佐藤 克文（文）木内 達朗（絵）
25×19cm・40ページ・667円（税別）
2017年8月・福音館書店 刊

日本海洋学会（編）
編者：河宮未知生・石井雅男・木村伸吾・鈴木立郎・
原田尚美・藤井賢彦
大気海洋研究所所属分担執筆者：木村伸吾・伊藤進一・
岩田容子・川幡穂高・羽角博康・三宅陽一・渡邊良朗
B5判・168ページ・3,200円（税別）　2017年07月・朝倉書店 刊

　海洋物理学部門では、海流の実態解明を研究の柱の一つと位置付け、
観測等を行っています。今回の大海研ギャラリーでは、当部門で長きにわ
たり活躍中のローター式流速計を展示しました。ローターとはスクリューに
類したもので、その回転数で流速を計測し、また、大きな羽根により流速計
全体が向きを変えることで風見鶏と同じ仕組みで流向を計測します。現在
では、より高精度な音響式流速計の登場により、主力の座を譲りました。
　流速計は海中で流されたり沈んだりしないように係留系に取り付けま
す。ロープに多数の浮体や流速計や水温・塩分計などを取り付け、下端
におもりをつけて沈めたものです。浮力により、海中では係留系は直立し、

一定期間の後、船から音波により信号を送っておもりを切り離せば海面
に浮上するので、回収できます。深海底上に設置される係留系は全長数
千ｍにおよぶ大掛かりなものになります。流速計の展示とともに、係留系
の設置・回収の作業風景を解説入り動画にまとめて、流しました。
　海流の計測には、フロート追跡など、ほかにさまざまあります。当部門で
は多彩な手法を取り入れつつ、海流の研究に取り組んでいきます。

（藤尾 伸三・柳本 大吾）

海洋物理学部門「海流の計測」
展示期間：2017年6月1日～8月31日

大気海洋研究所ギャラリー  誌上展示 「海流の計測」展示風景

数値シミュレーションで得られた水の凝結物質量の3次元図（左）
高度27mの鉛直流で見た地表面近くのロール状渦の水平構造（右）
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